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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 

これまでの研究で、第1世代薬剤溶出性ステント（DES）はRho-kinase活性化を伴

う冠動脈内皮機能障害を誘発することが示唆され、一方、第2世代DESはステント留

置後も冠動脈内皮機能が保持されるとされるが、方法論的な限界があり、第2世代DE

Sと冠動脈内皮機能障害との関連を明らかにするには、さらなる研究が必要である。 

そこで申請者らは、先行して実施されたCuVIC試験において、左冠動脈のいずれか

の血管にベアメタルステント（BMS；n=53）または第2世代DES（n=59）による冠動脈

ステント留置術を受けた112例の患者のデータを後方視的に解析した。ステント留置

術から6〜8ヶ月後にステント標的血管と非標的血管におけるアセチルコリン（ACh）

誘発性血管収縮反応を定量的冠動脈造影法で測定し比較した。さらに、大動脈およ

び冠静脈洞血中の単核球におけるRho-kinase活性を測定した。 

BMS群ではステント標的血管におけるACh誘発性血管収縮率は非標的血管に比較し

有意に大きい（50±18％ vs. 42±20％, P=0.002）一方で、第2世代DES群ではステ

ント標的血管と非標的血管の血管収縮率は同等であった（45±21％ vs. 44±20％, 

P=0.56, paired t検定）。Rho-kinase活性は、BMS群と第2世代DES群の間で差を認め

なかった。BMSを留置したステント標的血管における内皮機能障害と関連を認めた患

者背景因子は、急性冠症候群（ACS）および晩期血管径喪失（late lumen loss）高

値であった。以上より、第2世代DESは、ステント標的血管における冠動脈内皮機能

障害や冠静脈洞血中のRho-kinase活性化とは関連しないことが明らかとなった。 

 

以上の成績はこの方面の研究の発展に重要な知見を加えた意義あるものと考えら

れる。本論文についての試験はまず論文の研究目的、方法、実験成績などについて

説明を求め、各調査委員より専門的な観点から論文内容及びこれに関連した事項に

ついて種々質問を行った。最初の試験では十分な回答が得られなかったため、時間

を置いて再試験を行ったところ適切な回答を得た。 

よって調査委員合議の結果、試験は合格と決定し、博士（医学）の学位に値する

と認める。 

 

 


